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医について．胆と膵．2021; 42(11): 1321-6.
19) 安田一朗．治療法の再整理とアップデートのために　専門家による私の治療　急性胆管炎．日本医事新報. 2021; 
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SYNDROME: A MULTICENTER RANDOMIZED CONTROLLED TRIAL (PPAP TRIAL) . DDW 2021（Digestive 
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2) Yasuda I. [JGES Summer Session] Early detection of pancreatic cancer. YES 2021 (Yaroslavl Endoscopy Symposium 
2021); 2021 Jun 26; Yaroslavl, Russia（オンライン）．

3) Yasuda I. Keynote lecture A new stage of endoscopic diagnosis of pancreatobiliary diseases. DEST2021; 2021 Nov 7; 
Taichung, Taiwan（オンライン）．
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6) 高橋直希，安藤孝将，元尾伊織，作村美穂，梶浦新也，中島孝治，細川　歩，植田　亮，鈴木庸弘，渕野真

代，三原　弘，南條宗八，藤浪　斗，安田一朗．Outcome of FOLFOX treatment for advanced gastric cancer with 
disseminated intravascular coagulation．日本臨床腫瘍学会総会・学術集会；2021 Feb 18-20；京都（オンライン）．

7) 中田直克，安藤孝将，元尾伊織，梶浦新也，渕野真代，作村美穂，南條宗八，三原　弘，藤浪　斗，小川浩平，

塚田健一郎，中島孝治，細川　歩，安田一朗．Characteristics of immune-related adverse events and its impact on 
efficacy in patients with advanced esophageal cancer treated with nivolumab．日本臨床腫瘍学会総会・学術集会；2021 
Feb 18-20；京都（オンライン）．
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（小腸）上皮のTRPV4機能を増強させることで上皮の透過性亢進を誘発しうる．第17回日本消化管学会総会学

術集会；2021 Feb 19-21；オンライン．

10) 渡邊かすみ，渕野真代，三原　弘，作村美穂，元尾伊織，南條宗八，安藤孝将，梶浦新也，藤浪　斗，安田一朗．

抗IgE抗体オマリズマブを併用したアレルギー性疾患を合併した好酸球性胃腸炎.4例の検討．第17回日本消化管

学会総会学術集会；2021 Feb 19-21；オンライン．

11) 小川健二，三原　弘，前田彩花，平木将矢，倉石　俊，渕野真代，南條宗八，藤浪　斗，安田一朗．パテンシー

カプセル原型排出率と，被ばく率に与える因子のロジスティック回帰分析．第14回日本カプセル内視鏡学会学

術集会；2021 Feb 21；オンライン．

12) 土井晋平，足立貴子，渡邉彩子，辻川尊之，斎藤　剛，菊山智博，松本光太郎，綱島弘道，菊池健太郎，安田一朗．

中下部悪性胆道閉塞に対する先端テーパー型金属ステントの有用性に関する検討．第107回日本消化器病学会総
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会；2021 Apr 15；東京．

13) 田尻和人，菓子井良郎，河合健吾，時光善温，真野鋭志，新敷吉成，林　有花，花岡辰行，荒木康宏，高橋孝

輔，安田一朗．進行肝細胞癌診療におけるレンバチニブ治療の追加治療の意義．第107回日本消化器病学会総会；

2021 Apr 16；東京．

14) 花岡辰行，髙橋孝輔，安田一朗．ワークショップ 22 「胆管結石治療：現状と課題」 胆管空腸吻合術後胆管結石に

対する内視鏡治療．第107回日本消化器病学会総会；2021 Apr 17；東京．

15) Hanaoka T, Takahashi K, Yasuda I. ワークショップ 4 International Workshop 「Endoscopic management for difficult 
common bile duct stones」 Technical tips during endoscopic stone removal in patients with surgically altered anatomy．第

101回日本消化器内視鏡学会総会；2021 May 14；広島．

16) 石渡裕俊，安田一朗，岩下拓司．ワークショップ 6 「膵疾患に対するEUS診療の現況と新たな展開」 EUSガイド

下組織生検における肉眼的白色検体長測定は組織学的正診・組織量を予測できる：前向き多施設共同試験．第

101回日本消化器内視鏡学会総会；2021 May 15；広島．

17) 安田一朗．ランチョンセミナー10 「ERCPの基本手技 〜コツを教えます〜」．第101回日本消化器内視鏡学会総会；

2021 May 15；広島．

18) 鍵谷聡一郎，元尾伊織，安藤孝将，三原　弘，作村美穂，南條宗八，藤浪　斗，梶浦新也，安田一朗．HIV感染

に合併したHPV関連肛門管癌の一例．第131回日本消化器病学会北陸支部例会；2021 Jun 6；富山．

19) 安田一朗．膵胆道領域の内視鏡診断・治療．日本消化器病学会北陸支部例会第44回教育講演会；2021 Jun 6；富山．

20) 安田一朗．胆石診療up-to-date．日本内科学会北陸支部第83回生涯教育講演会；2021 Jun 13；富山．

21) 髙橋冴子，藤浪　斗，作村美穂，元尾伊織，南條宗八，三原　弘，梶浦新也，安藤孝将，安田一朗．けん引クリッ

プを用いた冑ESDの工夫．第116回日本消化器内視鏡学会北陸支部例会；2021 Jun 27；富山（オンライン併用）．

22) 荻野万里，藤浪　斗，寺本　彰，髙橋冴子，南條宗八，田畑和久，作村美穂，元尾伊織，三原　弘，安藤孝将，

梶浦新也，安田一朗．当院で内視鏡的異物除去術を施行した症例の臨床的検討．第116回日本消化器内視鏡学会

北陸支部例会；2021 Jun 27；富山（オンライン併用）．

23) 田畑和久，元尾伊織，荻野万里，作村美穂，寺本　彰，南條宗八，三原　弘，安藤孝将，梶浦新也，藤浪　斗，

安田一朗．瘻孔近傍のボーリング生検で診断し得た疣状食道癌 (verrucous carcinoma)の一例．第116回日本消化器

内視鏡学会北陸支部例会；2021 Jun 27；富山．

24) 元尾伊織，安藤孝将，作村美穂，梶浦新也，花岡辰行，松野　潤，中村佳史，井上祐真，林　伸彦，安田一朗．

腹水を伴う悪性胆道閉塞に対してもEUS-HGSは有効か？．第116回日本消化器内視鏡学会北陸支部例会；2021 
Jun 27；富山（オンライン併用）．

25) 松野　潤，中村佳史，井上祐真，林　伸彦，安田一朗．高齢者術後再建腸管例における総胆管結石治療の検討．

第23回日本高齢消化器病学会総会；2021 Jul 30；大阪．

26) 中山優吏佳，中田直克，荻野万里，圓谷朗雄，康山俊学，樋口清博，安田一朗．超高齢者における総胆管結石

内視鏡治療の検討．第23回日本高齢消化器病学会総会；2021 Jul 30；大阪（オンライン）．

27) 松野　潤，中村佳史，井上祐真，林　伸彦，安田一朗．スポンサードシンポジウム 「高齢化時代における胆膵

内視鏡の位置付け」高齢者術後再建腸管例における総胆管結石治療の検討．第23回日本高齢消化器病学会総会；

2021 Jul 30；大阪（オンライン）．

28) 腰山裕貴，南條宗八，荻野万里，高橋冴子，植田優子，寺本　彰，三原　弘，藤浪　斗，山崎秀憲，安田一朗．

染色体優性多発性誕胞'将に澱瘍性大腸炎を合併した1例．第245回日本内科学会北陸地方会；2021 Sep 5；金沢（オ

ンライン併用）．

29) 高橋孝輔，花岡辰行，荒木康宏，元尾伊織，南條宗八，林　伸彦，三原　弘，梶浦新也，安藤孝将，藤浪　斗，

田尻和人，峯村正実，高原照美，安田一朗．5mm以上の主膵管拡張を伴う分枝型IPMNは混合型か？　-術前

POPSの意義-．第52回日本膵臓学会大会；2021 Sep 22；東京（オンライン）．

30) 中村佳史，林　伸彦，高橋孝輔，元尾伊織，荒木康宏，梶浦新也，安藤孝将，田尻和人，渡辺　徹，平野勝久，

渋谷和人，吉岡伊作，藤井　努，安田一朗．Conversion surgeryを見据えた胆道ドレナージ戦略．第52回日本膵

臓学会大会；2021 Sep 22；東京（オンライン）．

31) 高見秀樹，藤井　努，山田　豪，星野由維，安田一朗，川嶋啓揮，室谷健太，横山幸浩，吉岡伊作，猪川祥邦，

渋谷和人，田中伸孟，平野勝久，加藤吉康，渡辺　徹，木村七菜，林　真路，松井恒志，江畑智希，小寺泰弘．

シンポジウム2 「局所進行切除不能膵癌に対するConversion surgeryのタイミング〜内科と外科の連携〜」 予後因

子からみたUR-LA膵癌に対するConversion手術のベストタイミング：二施設共同研究．第52回日本膵臓学会大会；

附
　
属
　
病
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2021 Sep 22；東京（オンライン）．

32) 中村佳史，林　伸彦，高橋孝輔，元尾伊織，荒木康宏，梶浦新也，安藤孝将，田尻和人，渡辺　徹，平野勝久，

渋谷和人，吉岡伊作，藤井　努，安田一朗．シンポジウム2 「局所進行切除不能膵癌に対するConversion surgery
のタイミング〜内科と外科の連携〜」 Conversion surgeryを見据えた胆道ドレナージ戦略．第52回日本膵臓学会大

会；2021 Sep 22；東京（オンライン）．

33) 高橋孝輔，安田一朗，花岡辰行．5mm以上の主膵管拡張を伴う分枝型IPMNは混合型か？—術前POPSの意義—．

第52回日本膵臓学会大会；2021 Sep 22；東京（オンライン）．

34) 酒井彩乃，吉岡伊作，渋谷和人，花岡辰行，安藤孝将，平野勝久，渡辺　徹，梶浦新也，高橋孝輔，澤田成朗，

坂東　正，東松由羽子，木村七菜，五十嵐隆通，三輪武史，北條荘三，松井恒志，奥村知之，安田一朗，藤井　努．

切除不能膵癌に対するイリノテカン内包リポソーム製剤の使用経験．第52回日本膵臓学会大会；2021 Sep 23；
東京（オンライン）．

35) 山崎豪孔，澤田成朗，東海竜太朗，田澤賢一，山岸文範，安田一朗，藤井　努．術前に膵神経内分泌腫瘍との

鑑別が困難であった膵動脈瘤の1例．第52回日本膵臓学会大会；2021 Sep 23；東京（オンライン）．

36) 三原　弘，南條宗八，植田優子，井上祐真，安藤孝将，安田一朗．クラウド型機械学習で榊築したAIモデルで

のHP現感染，未感染，除菌後胃の診断精度．第27回日本ヘリコバクター学会学術集会；2021 Sep 24-26；東京（オ

ンライン）．

37) 井上祐真，花岡辰行，高橋孝輔，松野　潤，中村佳史，林　伸彦，田尻和人，安田一朗．胆管空腸吻合術後の

良性吻合部狭窄に対する内視鏡治療．第57回日本胆道学会学術集会；2021 Oct 7；東京（オンライン）．

38) 高橋直希，花岡辰行，高橋孝輔，渡辺　徹，平野勝久，渋谷和人，吉岡伊作，藤井　努，井村穣二，安田一朗．

戸谷分類II型先天性胆道拡張症に合併した胆管癌の一例．第57回日本胆道学会学術集会；2021 Oct 7；東京（オ

ンライン）．

39) 田畑和久，三原　弘，安藤孝将，元尾伊織，髙橋冴子，寺本　彰，作村美穂，南條宗八，藤浪　斗，梶浦新也，

安田一朗．過敏性腸症候群検出用内視鏡画像AIモデルにおける有症状者検出精度の検討．第117回日本消化器内

視鏡学会北陸支部例会；2021 Oct 7；福井．

40) 三原　弘，倉石　俊，清水沙也香，平木将矢，南條宗八，安藤孝将，藤浪　斗，安田一朗．十二指腸画像AIモ
デルでの機能性ディスペプシア検出精度の検討．第23回日本神経消化器病学会；2021 Oct 7-8；オンライン．

41) 田畑和久，三原　弘，倉石　俊，小川健二，南條宗八，梶浦新也，藤浪　斗，安田一朗．大腸内視鏡画像AIモ
デルでの過敏性腸症候群検出精度の検討．第23回日本神経消化器病学会；2021 Oct 7-8；宮城（オンライン）．

42) 荒木達大，澤田成朗，山崎豪孔，東海竜太朗，田澤賢一，山岸文範，安田一朗，井村穣二，藤井　努．胆石性

急性胆嚢炎に合併した胆嚢内乳頭状腫瘍（ICPN）の1例．第57回日本胆道学会学術集会；2021 Oct 8；東京（オ

ンライン）．

43) Ueda A, Ando T, Sakumura M, Motoo I, Kajiura S, Ogawa K, Tsukada K, Suzuki N, Nakada N, Takatori S, Nakashima K, 
Hosokawa A, Yasuda I. Lesion-level response to immune checkpoint inhibitor in patients with advanced gastric cancer. 第
59回癌治療学会学術集会；2021 Oct 21-23；横浜（オンライン）．

44) Ogawa K, Ando T, Sakumura M, Motoo I, Kajiura S, Ueda A, Tsukada K, Suzuki N, Nakada N, Nakashima K, Hosokawa A, 
Yasuda I. The efficacy and safety of nivolumab for elderly patients with advanced gastric cancer in clinical practice. 第59回
癌治療学会学術集会；2021 Oct 21-23；横浜（オンライン）．

45) 伊藤顕太郎，作村美穂，安藤孝将，元尾伊織，寺本　彰，三原　弘，南條宗八，藤浪　斗，梶浦新也，安田一朗．

MEK阻害薬により両側性漿液性網膜剥離を生じたBRAFV600E変異陽性進行大腸癌の一例．第132回日本消化器

病学会北陸支部例会；2021 Oct 24；金沢．

46) 三原　弘，倉石　俊，小川健二，清水沙也香，平木将矢，南條宗八，安藤孝将，梶浦新也，藤浪　斗，安田一朗．

Google Cloud Platform機械学習で構築したAIモデルでの食道炎分類精度の検討．第29回日本消化器関連学会週間；

2021 Nov 4-7；神戸（オンライン併用）．

47) 三原　弘，南條宗八，藤浪　斗，安田一朗，渡邊嘉行，及川律子，山本博幸，伊東文生．慢性便秘症の症状，

粘膜関連腸内細菌と直腸上皮TRPV4発現・メチル化異常との関連．第29回日本消化器関連学会週間；2021 Nov 
4-7；神戸（オンライン併用）．

48) 藤浪　斗，高橋冴子，本藤有智，南條宗八，渕野真代，三原　弘，安藤孝将，安田一朗．内視鏡用視野確保ゲ

ル2倍希釈液を用いた大腸ESDの工夫．第29回日本消化器関連学会週間；2021 Nov 4-7；神戸（オンライン併用）．

49) 作村美穂，安藤孝将，中田直克，元尾伊織，梶浦新也，渕野真代，南條宗八，三原　弘，藤浪　斗，小川浩平，
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塚田健一郎，中島孝治，細川　歩，安田一朗．ニボルマブ療法を受けた進行食道癌患者における免疫関連有害

事象の特徴と治療成績に及ぼす影響．第29回日本消化器関連学会週間；2021 Nov 4-7；神戸（オンライン併用）．

50) 元尾伊織，安藤孝将，植田　亮，小川浩平，梶浦新也，塚田健一郎，鈴木庸弘，中田直克，高取俊介，中島孝治，

細川　歩，南條宗八，藤浪　斗，安田一朗．高齢者の胃癌，食道癌に対する免疫療法の治療効果と安全性の検討．

第29回日本消化器関連学会週間；2021 Nov 5；神戸（オンライン併用）．

51) 高橋直希，安藤孝将，元尾伊織，作村美穂，梶浦新也，中島孝治，細川　歩，植田　亮，鈴木庸弘，渕野真代，

三原　弘，南條宗八，藤浪　斗，安田一朗．DICを合併する進行胃癌に対する一次治療としてのFOLFOX療法の

有効性と安全性．第29回日本消化器関連学会週間（JDDW2021）日本消化器病学会；2021 Nov 5；神戸．

52) 田尻和人，時光善温，河合健吾，菓子井良郎，真野鋭志，村山愛子，林　有花，安田一朗．進行肝細胞癌治療

における経口分子標的薬による多剤逐次療法を用いた生存延長効果の検討．第29回日本消化器関連学会週間

（JDDW2021）日本消化器病学会；2021 Nov 5；神戸．

53) 南條宗八，渕野真代，高橋冴子，三原　弘，渡辺かすみ，高橋直希，花岡辰行，植田優子，作村美穂，高橋孝

輔，荒木康宏，元尾伊織，梶浦新也，安藤孝将，藤浪　斗，田尻和人，安田一朗．潰瘍性大腸炎における血清

ロイシンリッチα2グリコプロテイン測定の有用性の検討．第29回日本消化器関連学会週間（JDDW2021）日本

消化器病学会；2021 Nov 5；神戸．

54) 荒木康宏，土井晋平，安田一朗．ワークショップ14 胆膵内視鏡診療における新技術≪ビデオ≫ 遠位胆管癌水平

方向進展度診断における SpyGlass DS の有用性に関する検討．第29回日本消化器関連学会週間（JDDW2021）消

化器内視鏡学会；2021 Nov 6；神戸．

55) 荻野万里，田尻和人，村山愛子，林 有花，安田一朗．長期Nivolumab投与後に重篤な肝障害を発症しirAE肝障害

が疑われた1例．日本消化器病学会北陸支部第132回例会；2021 Nov 24；金沢．

56) 三原　弘，南條宗八，藤浪　斗，安田一朗．クラウド型画像AI構築サービスによる小腸カプセル内視鏡読影AI
モデル（デプロイ）の病変検出精度の検討．第59回日本小腸学会学術集会；2021 Nov 26-27；オンライン．

57) 南條宗八，三原　弘，植田優子，高橋冴子，寺本　彰，作村美穂，元尾伊織，梶浦新也，安藤孝将，藤浪　

斗，安田一朗．リンパ球数が潰瘍性大腸炎患者におけるトファシチニブ減量後の再燃を予測する．第12回日本

炎症性腸疾患学会学術集会；2021 Nov 26-27；東京（オンライン併用）．

58) 田畑和久，三原　弘，安藤孝将，元尾伊織，高橋冴子，寺本　彰，作村美穂，南條宗八，藤浪　斗，梶浦新也，

安田一朗．過敏性腸症候群検出用内視鏡画像AIモデルにおける有症状者検出精度の検討．第117回日本消化器内

視鏡学会北陸支部例会；2021 Nov 28；石川．

59) 田畑和久，三原　弘，安藤孝将，元尾伊織，高橋冴子，寺本　彰，作村美穂，南條宗八，藤浪　斗，梶浦新也，

安田一朗．自作過敏性腸症候群検出用大腸内視鏡画像AIモデルにおける有症状者検出精度の検討．第117回日本

消化器内視鏡学会北陸支部例会；2021 Nov 28；金沢．

60) 北村和紀，林　伸彦，松野　潤，中村佳史，井上祐真，元尾伊織，南條宗八，三原　弘，梶浦新也，安藤孝将，

藤浪　斗，田尻和人，安田一朗．ERCP胆管挿管困難例に対する当院のストラテジーとEUS-rendezvous法の有用性．

第117回日本消化器内視鏡学会北陸支部例会；2021 Nov 28；金沢．

61) 藤浪　斗，三原　弘，高橋冴子，植田優子，作村美穂，元尾伊織，寺本　彰，南條宗八，安藤孝将，梶浦新也，

安田一朗．上部消化管内視鏡撮影部位のAI判定とスクリーニング内視鏡への応用．第117回日本消化器内視鏡学

会北陸支部例会；2021 Nov 28；金沢．

62) 安田一朗．エキスパートセミナー1　胆管結石治療の最前線：基本／応用．第113回日本消化器内視鏡学会関東

支部例会；2021 Dec 4；東京（オンライン）．

◆	 その他

1) 飯田將貴，三原　弘，力石　凌，作村美穂，元尾伊織，南條宗八，寺本　彰，安藤孝将，梶浦新也，藤浪　斗，

安田一朗．抗 IgE 抗体オマリズマブ，抗 IL-5 抗体メポリ ズマブ，抗 IL-4/13 抗体デュピルマブの併用を経験し

た好酸球性胃腸炎の一例．第4回アレルギー消化器疾患研究会；2021 Aug 28；オンライン．

2) 藤浪　斗．セッション7　カリキュラムの作成（評価）．第18回 臨床研修指導医養成セミナー；2021 Dec 10-11；
富山（オンライン）．（招待講演）

3) 安田一朗．膵臓・胆道疾患における最新の診断アプローチと非手術治療．第64回富山大学附属病院地域連携Web
研修会．2021 Jan 21；富山（オンライン）．

4) Yasuda I. Lecture“Radial EUS for biliary tract and pancreas”．WEO International School of EUS (WISE) 2021 Module I．
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2021 Mar 13；オンライン．

5) 藤浪　斗．最近の内視鏡治療のトレンド．大塚製薬社内勉強会．2021 Mar 15；富山（オンライン併用）. 
6) Yasuda I. EUS MASTERCLASS“Basic Technique of EUS and EUS-FNA”．WEBINAR FRIDAYS (HITACHI)．2021 

Mar 19；オンライン．

7) Yasuda I. 華東消化器学院疑難病例検討会−第四季膵臓難病例編．2021 Mar 25；オンライン．

8) 安田一朗．部会活動報告：ラジアル型超音波内視鏡描出法標準化検討部会．消化器内視鏡推進連絡会第37回総会．

2021 May 13；広島．

9) 安田一朗．特別講演　膵胆道疾患の内視鏡診断・治療．第13回東葛南部消化器病研究会．2021 May 21；市川（オ

ンライン）．

10) 藤浪　斗．大腸内視鏡検査・治療のトレンド．旭化成社内勉強会．2021 May 27；富山（オンライン併用）. 
11) 安田一朗．膵炎．旭化成ファーマ社内研修会．2021 Jun 1；富山（オンライン）．

12) Yasuda I．特別講演　Endoscopic diagnosis of small pancreatic cancer. 10th Najing Drum Tower Forum of Digestive Diseases 
and Endoscopy. 2021 Jun 5；南京（オンライン）．

13) 藤浪　斗．機器に関する取り組み報告．第26回北陸地区消化器内視鏡懇談会．2021 Aug 21；富山（オンライン）．

14) 安田一朗．特別講演　膵胆道疾患内視鏡診断・治療のトピックス．消化器領域Topics Web Seminar. 2021 Oct 4；
京都（オンライン）．

15) 藤浪　斗．ケーブルテレビでのオンデマンド配信．第82回 日本消化器病学会北陸支部市民公開講座．2021 Oct 
9-15；富山．

16) 安田一朗．特別講演　胆膵内視鏡診断と治療におけるとっておきの秘訣．第37回北海道地区消化器内視鏡懇談会．

2021 Nov 20；札幌．
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